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みんなの? を、みんなの! に

とよはし
市 議 会
だより●

４つの常任委員会では例年7月～8月に管内視察を行っています。４つの常任委員会では例年7月～8月に管内視察を行っています。
各委員会の所管事項に関する施設等へ出向き、視察を行いました。各委員会の所管事項に関する施設等へ出向き、視察を行いました。

議会運営委員会の管外視察議会運営委員会の管外視察
・議会運営に関する調査（所沢市、日光市）・議会運営に関する調査（所沢市、日光市）

建設消防委員会建設消防委員会
・東三河消防指令センター・東三河消防指令センター
・大村排水機場・大村排水機場
・豊橋新城スマートＩＣ（仮称）下り線整備事業地内・豊橋新城スマートＩＣ（仮称）下り線整備事業地内

福祉教育委員会福祉教育委員会
・向山霊苑・向山霊苑
・曙学校給食センター・曙学校給食センター
・視聴覚教育センター及び地下資源館・視聴覚教育センター及び地下資源館

総務委員会総務委員会
・穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ・穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ
・豊橋市国際交流協会・豊橋市国際交流協会

環境経済委員会環境経済委員会
・豊橋田原ごみ処理施設整備事業建設工事・豊橋田原ごみ処理施設整備事業建設工事
・道の駅とよはし・道の駅とよはし
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９月定例会の概要

豊橋市のこんなことが決まりました。
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９
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・令和８年度教育予算編成に関する陳情
・定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情
・豊橋市新アリーナ事業におけるクラウドファンディング実施を求める陳情
・豊橋総合スポーツ公園・スケートパークの修繕と安全な管理運営を求める陳情
・�電磁波を悪用（エレクトロニクス・ハラスメント）、電磁波の人体と健康への悪影響を訴え、電磁波
に対する法整備・法改正を国に求める陳情

・浜松湖西豊橋道路二川ルートの見直しの要望書提出を求める陳情
・学校給食費無償化に関する陳情
・障害福祉サービスにおける総量規制の一部解除を求める陳情
・豊橋駅周辺の治安改善を求める陳情
・一般住民投票条例についての陳情
・「住民投票の民意」を検証し、豊橋公園30年計画を子どもたちと共につくることを願う陳情

■陳情■　�１１件の陳情を受理しました。
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令和６年度に行った主な取り組み
活力みなぎる
「しごとづくり」

北部地域の活性化に向け、土地利用計画図（案）や、豊橋新城スマートＩＣ（仮称）周
辺土地利用計画を作成

選ばれ集う
「ひとの流れづくり」

ＪＲ東海の「推し旅」と連携し、「モンスターハンター」やアニメ「負けヒロインが多す
ぎる！」といったＩＰコンテンツによる市内の装飾や周遊イベント等を実施するととも
に、事業者と連携し新たな観光需要を創出

笑顔あふれる
「子育て・教育環境づくり」

小中学校及びくすのき特別支援学校（小・中学部）の児童生徒を対象に学校給食費を
半額軽減するとともに、食物アレルギー等で給食を喫食していない児童生徒の保護
者に対し半額軽減相当額を助成

持続可能で暮らしやすい
「都市空間づくり」

自動運転バスの将来的な社会実装をめざし、豊橋駅周辺市街地を周遊するルート
において実証走行を実施

物価高騰対策
・�低所得世帯への給付金の給付や、所得税・住民税の定額減税及び定額減税補足
給付金の給付を実施
・プレミアム付電子商品券「ＴＯＹＯＰａｙ」を発行（プレミアム率：30%）

令和６年度決算について審査しました。
例年、９月定例会では前年度のお金の使い方を審査するため、決算特別委員会を開催しています。

決算議案の５件を不認定等としました。
　令和７年９月 26日付で市が報道発表した「契約事務における不適正な事務処理の公表」について、同日の本
会議にて、５人の議員が緊急質問を行いました。
　緊急質問終了後の採決では、一部の決算について、「不認定」、「否決及び不認定」としました。詳細については、
４ページの審議結果をご覧ください。

～緊急質問とは～
　豊橋市議会会議規則第 61条において、「質問が緊急を要するとき、その他真にやむを得ないときは、第 50条
( 発言通告書及び順序 ) の規定にかかわらず、議会の同意を得て質問することができる。」と規定

各会計の歳出決算規模 ※各項目は表示単位未満を四捨五入で処理しているため、
　差引と内訳等の数値が一致しない場合があります。

区分 令和６年度決算額 令和５年度決算額 差引 伸率

一般会計 1,511億6,371万円 1,444億2,983万円 67億3,387万円 4.7％

特別会計 819億9,706万円 710億4,711万円 109億4,996万円 15.4％

企業会計 673億2,914万円 653億6,247万円 19億6,667万円 3.0％

計 3,004億8,991万円 2,808億3,941万円 196億5,050万円 7.0％

【一般会計】�定額減税補足給付金や住民税非課税世帯等支援給付金等の物価高騰対策事業を実施したほか、扶助
費や人件費等の義務的経費が増加したことなどにより決算額が増加

【特別会計】�競輪事業におけるＧⅠ全日本選抜競輪をはじめレース開催に伴う経費の増加や後期高齢者医療にお
ける保険給付費の増などにより決算額が増加

【企業会計】�病院事業における人件費や物価高騰に伴う経費等の増加や、下水道事業における総合地震対策など
の再整備事業やストックマネジメント事業の進捗に伴い決算額が増加



［審議結果］ 04

■全会派一致で原案可決された議案■
補正
予算

・�令和７年度豊橋市総合動植物公園事業特別会計補正予算
（第１号） ・�令和７年度豊橋市一般会計補正予算（第９号）

条例
・�豊橋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例
・�豊橋市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例

・�豊橋市吏員退隠料退職給与金遺族扶助料条例等を廃止す
る条例
・�豊橋市地域福祉センター条例の一部を改正する条例
・�豊橋市水道事業給水条例等の一部を改正する条例

その他
・�工事請負契約締結について
　�（岩田小学校中校舎長寿命化改良工事/南稜中学校南校舎
長寿命化改良工事）

・�物品購入契約締結について
　（河川等ライブカメラシステム/小型動力ポンプ付積載車）

議員
提出

・�豊橋市の歴史に学び平和への決意を新たにする決議
・�頻発する大規模災害に備えるための財政支援の継続・恒久
化を求める意見書

・�定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制
度の堅持及び拡充を求める意見書

＊�趣旨採択とは　請願の願意は十分に理解できるが、財政状況等から願意を実現することが困難と判断される場合、「趣旨には賛
成」という意味で議決するもの。

■賛否が分かれた議案等■

議　　案　　名
議
決
結
果

会　派　名 （　）内は所属議員数

自
由
民
主
党

公

明

党

新
し
い
豊
橋

日
本
共
産
党

ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
ら
い
市
民

み
ん
な
の
議
会

豊
橋
維
新
の
会（

18
）

（
５
）

（
４
）

（
３
）

（
３
）

（
１
）

（
１
）

（
１
）

補正
予算

・�令和７年度豊橋市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇

・�令和７年度豊橋市一般会計補正予算（第８号） 可決 〇 〇
（欠席１）

〇
（欠席１） 〇 〇 × 〇 〇

・�令和７年度豊橋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇
（欠席１）

〇
（欠席１） × 〇 × 〇 〇

決算

・�令和６年度豊橋市一般会計歳入歳出決算認定について
・�令和６年度豊橋市総合動植物公園事業特別会計歳入歳出決算
認定について

不認定
〇

（不認定４）
（退席１）

〇
（退席１）
（欠席１）

×
（欠席１） × × × × ×

・�令和６年度豊橋市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定につい
て
・�令和６年度豊橋市公共駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定
について

認定 〇
（退席１）

〇
（退席１）
（欠席１）

〇
（欠席１） 〇 × × 〇 〇

・�令和６年度豊橋市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認
定について
・�令和６年度豊橋市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
について

認定 〇
（退席１）

〇
（退席１）
（欠席１）

〇
（欠席１） × × × 〇 〇

・�令和６年度豊橋市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇

（退席１）
〇

（退席１）
（欠席１）

〇
（欠席１） 〇 × 〇 〇 〇

・�令和６年度豊橋市水道事業会計利益の処分及び決算認定につ
いて
・�令和６年度豊橋市下水道事業会計利益の処分及び決算認定に
ついて
・�令和６年度豊橋市病院事業会計利益の処分及び決算認定につ
いて 

否決
及び
不認定

〇
（不認定４）
（退席１）

〇
（退席１）
（欠席１）

×
（欠席１） × × × × ×

条例

・�豊橋市議会議員及び豊橋市長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇

（欠席１）
×

（欠席１） × 〇 〇 〇 〇

・�豊橋市多目的屋内施設及び豊橋公園東側エリア基金条例
・豊橋市立学校授業料等条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇

（欠席１）
〇

（欠席１） × 〇 × 〇 〇

請願 ・放課後等デイサービスの支援体制見直しを求める請願 趣旨
採択 趣 趣

（欠席１）
採

（欠席１） 採 採 採 趣 趣

○＝賛成・認定　×＝反対・不認定
採＝採択　趣＝趣旨採択



タ　イ　ト　ル 氏　　名 ページ

給食費無償化について 山田　隆司　議員 06

多目的屋内施設等整備・運営事業継続の課題について 諸井菜々子　議員 06

豊橋総合スポーツ公園関連について 菅谷　　竜　議員 07

本市における避難所の運営について 坂柳　泰光　議員 07

市民病院の医療の質向上への取り組みについて 鈴木　智子　議員 08

本市における歯科口腔保健の取り組みについて 石河　貫治　議員 08

本市の老人福祉施設の課題認識について 宍戸　秀樹　議員 09

豊橋市の事前災害復興計画について 星野　隆輝　議員 09

いじめ防止と支援体制の強化について 水野　　恵　議員 10

本市の保育園における現状と課題について 近藤　修司　議員 10

総合スポーツ公園への野球場の整備計画について 鈴木みさ子　議員 11

本市における樹木の管理等について 山口　倫世　議員 11

本市における教職員の不適切行為について 井上　豪史　議員 12

多目的屋内施設等整備・運営事業への財政支援について 土屋　祐司　議員 12

本市市民の読書環境づくりの取り組みについて 梅田　早苗　議員 13

多目的屋内施設等整備・運営事業の諸問題について 豊田八千代　議員 13

住民投票後の包摂と協調のまちづくりについて 伊藤　篤哉　議員 14

豊橋市民病院の経営について 久保　大司　議員 14

小中学生が利用しているフリースクールについて 川原　元則　議員 15

政策決定プロセスと市政の在り方について 古池　もも　議員 15

明海大橋（仮称）橋梁上部工事入札について 寺本　泰之　議員 16

戦後・被爆80年の平和の取り組みについて 中西　光江　議員 16

豊橋総合スポーツ公園Ｂ地区野球場について 小林　憲生　議員 17

多目的屋内施設等整備・運営事業および住民投票について 斎藤　　啓　議員 17

［一般質問］05

市政の課題は？
一 般 質 問

（９月定例会では24人が一般質問を行いました）

一
般
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問
と
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ど
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、
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方
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わ
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に
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て
問
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。
豊
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市
で
は
年

４
回
の
定
例
会
で
の
み

一
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行
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が
で
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よ
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本
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議
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す
。
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［一般質問］ 06
一般質問

新しい豊橋
諸井菜々子 議員

豊橋維新の会
山田隆司 議員

　

渋
滞
へ
の
懸
念
と
対
策
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

多
目
的
屋
内
施
設
に
お
け
る
興

行
時
の
豊
橋
公
園
周
辺
の
交
通
渋
滞

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
者
か
ら
は
、
交
通
負
荷
の
低

減
策
全
般
と
し
て
交
通
負
荷
に
関

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
こ
と
や
、
駐
車
場
出
入
り
口
に
設

置
す
る
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
が
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
読
み
取
り
、
駐
車
券
発
行

の
な
い
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
出
入
り
口
の
渋
滞
を

抑
制
し
、
周
辺
の
交
通
負
荷
を
軽
減

す
る
な
ど
の
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
多
岐

に
わ
た
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
は
関
係
機
関
等
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
今
後
、
事
業
者
と

協
議
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

渋
滞
対
策
に
関
連
し
て
、
道
路

や
橋
梁
の
整
備
を
す
る
と
い
う
こ
と

ま
で
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

現
時
点
で
、
豊
橋
公
園
周
辺
に

道
路
や
橋
梁
を
新
た
に
整
備
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ア
リ
ー
ナ
利
用
者
が
市
役
所
に

駐
車
す
る
こ
と
に
対
す
る
市
の
認
識

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

市
役
所
の
駐
車
場
は
、
主
に
市

役
所
に
用
務
で
来
庁
さ
れ
る
方
の
た

め
の
施
設
で
す
が
、
そ
の
他
の
目
的

で
も
駐
車
場
の
利
用
は
可
能
で
す
。

　

一
方
で
、
多
目
的
屋
内
施
設
で
興

行
が
あ
っ
た
際
な
ど
、
市
役
所
の
用

務
以
外
で
の
利
用
が
多
い
た
め
に
市

役
所
の
用
務
で
来
ら
れ
た
方
が
利
用

で
き
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

関
係
者
と
連
携
し
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
給
食
費
と
助
成
制
度
の

推
移
・
経
緯
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

令
和
４
年
７
月
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
食
材
費
の
高
騰

分
を
公
費
負
担
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
10
月
以
降
に
つ

い
て
も
、
給
食
費
の
単
価
は
上
が
っ

た
も
の
の
、
無
償
化
や
半
額
軽
減
の

実
施
、
給
食
を
喫
食
し
て
い
な
い
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
公
費
負
担

相
当
分
を
助
成
す
る
な
ど
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
７
月
現
在
の
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
食
材
の
高
騰
に
よ
り
、

１
食
当
た
り
20
円
増
額
し
、
小
学

校
で
は
３
２
０
円
、
中
学
校
で
は

３
７
０
円
と
し
ま
し
た
が
、
保
護
者

の
負
担
額
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
の
な

い
よ
う
増
額
分
に
つ
い
て
は
公
費
負

担
と
し
、
半
額
軽
減
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
の
本
市
の
給
食
費

無
償
化
の
考
え
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

来
年
度
以
降
の
本
市
の
給
食
費

無
償
化
の
考
え
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
健
や
か
な
成
長

を
育
む
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
支
え

る
保
護
者
の
皆
様
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食

や
そ
の
無
償
化
に
関
す
る
国
の
制
度

設
計
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
制
度
設
計
が
固
ま
っ

た
後
に
活
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
財

源
の
使
い
道
を
し
っ
か
り
考
え
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

学
校
に
お
け
る
動
物
の
飼
育
に
つ
い
て 

・
の
び
る
ん
ｄ
ｅ
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

・
老
朽
化
し
た
私
道
の
整
備
支
援
と
公
道
化

の
推
進
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
促
進
に

つ
い
て



本
市
に
お
け
る
避
難
所
の

運
営
に
つ
い
て

豊
橋
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

関
連
に
つ
い
て

［一般質問］07

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

新しい豊橋
菅谷　竜 議員

自由民主党豊橋市議団
坂柳泰光 議員

　
本
年
７
月
の
津
波
警
報
、
津
波

注
意
報
発
表
に
よ
り
、
多
く
の
人
が

大
崎
校
区
の
避
難
所
に
来
た
が
、
そ

の
要
因
と
現
場
の
対
応
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　

自
主
避
難
先
と
な
っ
た
大
崎
小

学
校
で
は
、
一
時
、
１
２
０
人
ほ
ど 

が
避
難
し
、
そ
の
大
半
が
明
海
町
に

所
在
す
る
事
業
所
の
従
業
員
で
し
た
。

避
難
所
要
員
が
避
難
所
と
し
て
開
設

し
た
大
崎
校
区
市
民
館
に
到
着
し
た

際
、
隣
接
す
る
大
崎
小
学
校
の
状
況

を
把
握
・
確
認
し
、
災
害
対
策
本
部

へ
そ
の
旨
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
大
崎
小
学

校
へ
連
絡
を
取
り
、
熱
中
症
対
策
等

に
つ
い
て
協
議
の
上
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
体
育
館
で

は
な
く
、
冷
房
の
利
く
各
教
室
へ
避

難
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

多
く
の
避
難
者
が
発
生
し
た
要
因
は
、

避
難
し
た
明
海
町
の
事
業
者
が
、
念

の
た
め
避
難
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
、
避
難

所
要
員
の
配
置
や
体
制
に
つ
い
て
問

題
と
の
声
を
聞
く
が
、
特
に
大
規
模

地
震
を
想
定
し
た
場
合
の
体
制
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
は
、
避
難
所
要
員
に
加

え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

ダ
ー
お
よ
び
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
配
置

し
、
平
時
か
ら
避
難
所
要
員
の
欠
員

対
応
や
自
治
会
と
の
調
整
を
、
災
害

時
に
は
避
難
所
要
員
へ
の
連
絡
、
確

認
を
行
う
ほ
か
、
避
難
所
要
員
が
被

災
し
た
場
合
に
は
、
ほ
か
の
職
員
に

よ
る
代
替
対
応
や
交
代
制
の
シ
フ
ト

管
理
も
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
地
震
災
害
で
は
、

長
期
化
を
見
据
え
た
避
難
所
運
営
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
い
か
に
的
確
か

つ
効
率
的
な
対
応
を
図
る
か
が
重
要

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
柔
軟
か
つ
持

続
可
能
な
避
難
所
要
員
の
体
制
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
、
不
断
の
改
善
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
場
建
設
を
豊
橋
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
Ｂ
地
区
以
外
の
場
所
も

検
討
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
決

定
な
の
か
、
長
坂
市
長
の
考
え
方
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

詳
細
な
検
討
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ほ
か
の
場
所
に
つ
い
て
の
整

理
を
庁
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
の
場
所
に
つ
い
て
の
整
理

は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
具
体
的
に
何

か
目
星
は
つ
い
た
の
か
聞
き
た
い
。

　

整
理
と
は
、
今
回
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
計
画
さ
れ
て
い
る
野
球
場

と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
面
積
で
、
ど
う

い
う
と
こ
ろ
で
当
て
は
め
ら
れ
る
の

か
、
ま
た
、
災
害
リ
ス
ク
が
低
い
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
幾
つ
か
候

補
地
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

高
師
緑
地
や
そ
の
他
郊
外
の
調
整

区
域
で
数
か
所
整
理
し
て
い
ま
す
が
、

土
地
の
買
収
等
も
関
わ
っ
て
く
る
の

で
、
具
体
的
な
説
明
は
控
え
ま
す
。

　
以
前
の
約
42
億
円
か
ら
約
60
億

円
と
概
算
事
業
費
が
増
え
た
こ
と
に

対
す
る
長
坂
市
長
の
認
識
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

基
本
計
画
で
は
、
類
似
他
球
場

の
整
備
費
を
参
考
に
算
出
し
て
い
ま

し
た
が
、
基
本
設
計
で
は
、
概
算
数

量
と
見
積
り
に
よ
り
算
出
し
た
こ
と

で
乖
離
が
生
じ
た
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
増
額
費
用
の
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
液
状
化
対
策
や
防
球
ネ
ッ

ト
の
高
さ
を
一
部
見
直
し
た
ほ
か
、

施
設
の
追
加
や
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ク
レ
イ
系
舗
装
に
す
る
な
ど
、
機
能

の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
追
加
に
よ
る

排
水
等
施
設
の
延
長
増
や
規
格
の
変

更
な
ど
も
増
加
と
な
っ
た
要
因
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
本
市
職
員
の
定
員
管
理
及
び
業
務
執
行
体

制
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
空
調
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

・
２
０
２
５
ア
イ
ア
ン
マ
ン
70
・
３
東
三
河

ジ
ャ
パ
ン
ｉ
ｎ
渥
美
半
島
が
開
催
中
止
と

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

・
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る
公
表
に
つ
い
て

・
多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備
・
運
営
事
業
関

連
に
つ
い
て



本
市
に
お
け
る
歯
科
口
腔

保
健
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
医
療
の
質
向
上

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

［一般質問］ 08
一般質問

自由民主党豊橋市議団
鈴木智子 議員

自由民主党豊橋市議団
石河貫治 議員

　
歯
科
口
腔
保
健
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
発
、
歯
科
検
診
の
受
診
勧

奨
、
歯
科
疾
患
予
防
の
た
め
の
措
置

等
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

生
涯
を
通
じ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
の
切
れ
目
な
い
支
援
な
ど
を
目

指
し
、
乳
幼
児
期
、
学
齢
期
、
成
人

期
、
高
齢
期
や
妊
産
婦
な
ど
、
対
象

に
応
じ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
期
の
歯
科
検
診
の
現
状
と

課
題
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
10
歳
間

隔
の
対
象
者
に
対
し
、
受
診
券
を
送

付
し
て
無
料
の
歯
周
病
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
本
市
独
自
の
対

応
と
し
て
、
25
歳
と
35
歳
の
方
を
検

診
の
対
象
と
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
申
込
制
と
し
て
拡
充
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

他
の
対
象
者
の
受
診
率
が
８
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
０
・
４
％
程
度
の

受
診
率
と
な
っ
て
お
り
、
受
診
率
を

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

25
歳
・
35
歳
の
受
診
率
を
高
め

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

社
会
人
と
し
て
忙
し
い
時
期
に

あ
り
、
検
診
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
優
先
度
が
低
く
な
っ
た

り
、
受
診
時
間
の
確
保
が
難
し
か
っ

た
り
と
、
受
診
に
つ
な
が
り
に
く
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
25
歳
・
35

歳
の
歯
周
病
検
診
に
つ
い
て
、
広
報

手
段
の
工
夫
や
歯
科
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

歯
科
医
療
機
関
に
お
い
て
検

診
の
勧
奨
を
行
う
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
と
よ
は
し
、
エ
フ
エ
ム

豊
橋
を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
ア

プ
リ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し

て
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
総
合
的
な
満
足
度

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　

満
足
度
低
下
の
要
因
を
分
析
す

る
と
、
外
来
患
者
で
は
、
個
別
項
目

で
待
ち
時
間
が
長
い
こ
と
、
駐
車
場

が
混
雑
し
て
い
る
こ
と
が
特
に
低
く

な
っ
て
い
て
、
外
来
患
者
数
の
多
さ

が
背
景
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
外
来
で

は
、
病
状
が
安
定
し
た
患
者
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
地
域
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
継
続
し
て
推
奨
す
る

と
と
も
に
、
来
院
時
間
を
分
散
さ
せ

る
た
め
の
事
前
採
血
の
推
進
や
、
会

計
待
ち
解
消
の
た
め
の
後
払
い
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
さ
ら
に
、
駐
車
場
の

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
医
療
事
故
の
現
状
と
課
題
、
そ

の
対
応
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
ア
ク
シ
デ
ン

ト
の
発
生
原
因
は
、
患
者
自
身
の
要

因
に
よ
る
も
の
、
病
院
側
に
瑕
疵

が
あ
る
も
の
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
等
を
減
ら
す
た

め
、
毎
月
開
催
す
る
医
療
安
全
管
理

委
員
会
で
は
、
原
因
を
追
究
し
た
上

で
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ
た
の
か
の
視

点
か
ら
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
業
務
の
や

り
方
の
見
直
し
を
含
め
、
事
例
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
発
生
事
例
を

院
内
で
情
報
共
有
し
、
同
様
事
例
の

再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
医
療
の
質
を
高
め
る
た
め
の
人

材
育
成
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

職
員
全
体
へ
の
接
遇
研
修
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
経
験
年
数
や
役
職
に
合

わ
せ
た
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
自
己
研
さ
ん
の
支

援
と
し
て
、
学
会
、
講
習
会
、
セ
ミ

ナ
ー
等
へ
の
参
加
や
各
種
専
門
資
格

の
取
得
な
ど
に
対
し
て
、
高
度
医
療

技
術
等
研
修
補
助
金
に
よ
り
経
費
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
本
市
の
政
策
決
定
に
お
け
る
民
意
の
考
え

方
に
つ
い
て



豊
橋
市
の
事
前
災
害

復
興
計
画
に
つ
い
て

本
市
の
老
人
福
祉
施
設
の

課
題
認
識
に
つ
い
て

［一般質問］09

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

まちフォーラム
星野隆輝 議員

公明党豊橋市議団
宍戸秀樹 議員

　

復
旧
の
一
手
先
の
取
り
組
み
と

し
て
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

課
題
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

本
市
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
大
規
模
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

復
興
す
る
に
当
た
り
、
新
た
に
区

画
整
理
な
ど
の
面
的
整
備
が
必
要
に

な
る
地
域
で
は
、
復
興
の
検
討
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
が

本
市
を
離
れ
て
戻
ら
な
い
こ
と
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
後
に
迅
速
か
つ

的
確
に
復
興
で
き
る
よ
う
、
事
前
に

復
興
リ
ス
ク
に
応
じ
た
復
興
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
迅
速
か
つ
的
確
に
街
を
復
興
し

て
い
く
た
め
に
は
、
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
、
事
前
に

地
域
ご
と
の
復
興
に
関
す
る
課
題
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
大
ま
か
に
で

も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
っ
て
お
く
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
庁
内
勉

強
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や
国
の
伴
走

支
援
に
よ
る
助
言
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
都
市
の
情
報
の
整

理
・
分
析
を
行
い
、
被
災
リ
ス
ク
が

高
い
地
域
の
抽
出
や
課
題
を
整
理
す

る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
実
施
方

針
の
検
討
、
課
題
解
決
の
た
め
の
対

応
策
等
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
対

象
と
な
る
地
域
住
民
に
分
か
り
や
す

く
被
災
リ
ス
ク
を
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
共

有
し
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
老
人
福
祉
施
設
の
課
題

認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

市
内
の
高
齢
化
率
は
年
々
高
く

な
り
、
高
齢
者
人
口
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
今
後
の
利

用
者
の
増
加
は
容
易
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
事
業
の
確
実

な
実
施
や
、
魅
力
の
あ
る
自
主
事
業

等
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
設
備
に
つ
い
て
は
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
か
所
の
う
ち
で

最
も
新
し
い
大
岩
の
セ
ン
タ
ー
で
も

設
置
か
ら
30
年
を
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
適
宜
必
要
な
修
繕
を

実
施
し
、
利
用
者
が
安
全
安
心
に
利

用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
は
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
備
品
の
更
新
な

ど
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
必
要

な
修
繕
等
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

　

今
年
度
全
て
の
セ
ン
タ
ー
で
エ

ア
コ
ン
の
一
斉
更
新
を
行
っ
た
ほ
か
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
今
年
度
内
に
仁
連
木
、
下

地
、
高
師
の
３
セ
ン
タ
ー
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
備
品
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
の
更
新
や
、
新
た
な

健
康
器
具
を
導
入
す
る
な
ど
、
利
用

者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く

の
方
に
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

環
境
整
備
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
課
題
認
識
を
踏
ま

え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

今
後
も
地
域
や
指
定
管
理
者
で

あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
各
種
講
座
の
開
催
や
新
た
な

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
豊
橋
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
方
針
に
つ
い

て



本
市
の
保
育
園
に
お
け
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

い
じ
め
防
止
と
支
援
体
制
の

強
化
に
つ
い
て

［一般質問］ 10
一般質問

自由民主党豊橋市議団
近藤修司 議員

公明党豊橋市議団
水野　恵 議員

　
保
育
所
等
の
入
園
手
続
き
の
見

直
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

令
和
６
年
度
の
入
園
手
続
き
か

ら
運
用
の
見
直
し
を
行
い
、
令
和
７

年
度
も
改
善
を
継
続
し
て
、
保
育
を

必
要
と
す
る
保
護
者
に
と
っ
て
公
平

で
適
切
な
入
園
の
仕
組
み
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　

　

令
和
７
年
度
入
園
に
係
る
見
直
し

に
よ
る
結
果
と
し
て
は
、
８
割
強
の

申
込
者
に
つ
い
て
、
第
１
希
望
へ
の

入
園
が
か
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
き
ょ

う
だ
い
が
既
に
在
園
し
て
い
る
園
に

下
の
子
を
新
た
に
申
し
込
む
場
合
、

ほ
ぼ
全
て
の
申
込
者
の
入
園
が
か

な
っ
て
い
る
な
ど
、
見
直
し
の
効
果

が
現
れ
て
い
る
も
の
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
８
年
度
入
園
手
続
き
に
お

け
る
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

主
な
も
の
で
は
、
今
ま
で
保
育

体
制
確
保
の
観
点
か
ら
、
保
育
士
の

お
子
さ
ん
の
入
園
申
込
み
の
際
に

は
、
正
規
職
員
に
つ
い
て
優
先
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
非
正
規
職

員
に
つ
い
て
も
、
１
日
６
時
間
以
上

か
つ
月
20
日
以
上
勤
務
す
る
場
合

は
、
正
規
職
員
と
同
様
に
優
先
と
し

て
扱
う
よ
う
拡
充
し
ま
し
た
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
資
す
る

補
助
制
度
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

国
に
よ
る
手
厚
い
処
遇
改
善
を

は
じ
め
、
保
育
現
場
を
取
り
巻
く
昨

今
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
変
化
を
踏
ま

え
る
と
、
市
独
自
の
運
営
費
補
助
金

制
度
に
つ
い
て
、
改
善
の
余
地
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
民
間
園

の
皆
様
の
ご
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
時
代
に
応
じ
た
適
切
な
補
助

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
の
現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

令
和
６
年
度
、
児
童
生
徒
１
０ 

０
０
人
当
た
り
の
い
じ
め
認
知
件
数

は
、
小
学
校
で
約
２
５
０
件
、
中
学

校
で
約
60
件
で
あ
り
、
全
国
平
均
の

約
２
倍
の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
軽
微
な
い
じ
め
も
見
逃
さ
な

い
と
い
う
姿
勢
の
下
、
僅
か
な
兆
候

も
い
じ
め
と
し
て
認
知
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
結
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
認
知
し
た
い
じ
め
の
ほ
と

ん
ど
は
、
そ
の
年
度
内
に
解
消
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

外
部
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

コ
コ
エ
ー
ル
や
教
育
相
談
室
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
各
学
校
を
通

し
て
各
家
庭
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
の
被
害
者
・
加
害
者

双
方
が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

臨
床
心
理
士
等
と
面
談
す
る
機
会
を

設
け
、
専
門
的
な
視
点
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為

に
相
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、直
ち

に
警
察
に
通
報
、
相
談
を
行
い
、
適

切
な
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
連
携
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

日
々
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、

自
己
肯
定
感
、
自
己
有
用
感
を
育
む

と
と
も
に
、
温
か
な
人
間
関
係
の
中

で
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
道
徳
教
育
を
柱
に
、

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
い
た
わ

り
と
い
っ
た
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
い
じ
め
は
し
な
い
、
許
さ
な
い

態
度
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
各
学
校
の

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
位
置
付
け

ら
れ
、
全
教
職
員
が
そ
の
内
容
を
共

通
理
解
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

本
市
の
高
齢
者
施
策
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
児
童
虐
待
防
止
と
早
期
対
応
の
強
化
に
つ

い
て

・
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

・
子
育
て
世
代
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
に
つ

い
て



本
市
に
お
け
る

樹
木
の
管
理
等
に
つ
い
て

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の

野
球
場
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

［一般質問］11

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

日本共産党豊橋市議団
鈴木みさ子 議員

新しい豊橋
山口倫世 議員

　
街
路
樹
の
枯
死
や
伐
採
後
の
植

樹
桝
等
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　

高
木
化
や
近
年
の
猛
暑
の
影
響

に
よ
っ
て
枯
死
す
る
な
ど
、
や
む
を

得
ず
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
街

路
樹
が
増
え
て
い
て
、
令
和
６
年
度

は
１
５
８
本
の
街
路
樹
を
伐
採
し
て

い
ま
す
。
補
植
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
全
て
に
は

対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
市
民
文
化
会
館
改
修
工
事
の
樹

木
の
伐
採
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

市
民
文
化
会
館
を
改
修
す
る
に

当
た
り
、
限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
駐

車
台
数
を
増
や
し
、
安
全
に
駐
車
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
駐
車
ま
す
の
再

配
置
を
す
る
中
で
、
15
本
の
高
木
な

ど
を
伐
採
し
て
い
ま
す
。
駐
車
台
数

は
75
台
か
ら
93
台
へ
18
台
分
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備
・
運

営
事
業
に
お
け
る
樹
木
の
伐
採
の
考

え
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

要
求
水
準
書
に
お
い
て
、
植
生

等
の
生
態
系
と
調
和
を
図
っ
た
植
栽

計
画
と
す
る
こ
と
や
、
記
念
樹
や
豊

橋
球
場
周
り
の
高
木
を
で
き
る
限
り

保
全
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
要
求
水
準
書
や
事

業
提
案
書
な
ど
に
従
い
、
記
念
樹
な

ど
の
保
全
な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
樹
木
に
関
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い

く
か
聞
き
た
い
。

　

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
樹

木
の
保
全
や
植
樹
に
関
す
る
も
の
も

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
水
準
を
満

た
し
た
上
で
、
計
画
や
考
え
方
を
事

前
に
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
し
、
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
が
多
目
的
屋
内
施
設

等
整
備
・
運
営
事
業
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
け
る
か
聞
き
た
い
。

　

適
切
な
時
期
を
逃
さ
ず
、
丁
寧

な
説
明
に
努
め
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

野
球
場
の
暑
さ
、
寒
さ
対
策
、

お
よ
び
備
蓄
品
を
設
置
す
る
考
え
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

津
波
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

指
定
す
る
メ
イ
ン
球
場
の
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
と
外
野
フ
ェ
ン
ス
外
側
ス
ペ
ー

ス
は
屋
外
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

暑
さ
や
寒
さ
へ
の
対
応
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
緊
急
的
な
避
難

が
長
期
化
す
る
場
合
は
、
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
１
階
の
標
高
４
メ
ー
ト
ル
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
各
諸
室
を
活

用
し
て
、
暑
さ
や
寒
さ
を
緩
和
す
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
基
本
設
計
に
は
、

野
球
場
に
備
蓄
品
を
設
置
す
る
考
え

は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
備
蓄

品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
豊
橋
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
体
と
し
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
８
月
25
日
の
定
例
記
者
会
見
で

述
べ
た
考
え
に
つ
い
て
変
わ
り
が
な

い
か
、
市
長
に
聞
き
た
い
。

　

考
え
、
趣
旨
と
い
う
意
味
で
言

え
ば
、
「
整
備
を
決
断
し
た
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
市
民
や
議
会
の
ご
意

見
を
伺
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
」

と
い
う
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
認
識

で
す
し
、
ま
た
、
そ
の
考
え
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

避
難
が
必
要
な
場
所
に
、
子
ど

も
た
ち
も
利
用
す
る
野
球
場
を
新
た

に
造
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
と

考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
場
所
に
野
球
場
の
よ
う
な
公
共

施
設
を
造
る
の
で
あ
れ
ば
、
安
全
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
施
設
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
や
他
球
場
の
硬

式
野
球
場
化
な
ど
、
移
転
計
画
の
見

直
し
の
考
え
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

昨
年
の
10
月
ま
で
に
ま
と
め
た

基
本
設
計
に
対
し
、
競
技
環
境
や
ア

ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
防
災
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
、
市
議
会
や
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
進
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
本
市
に
お
け
る
自
治
会
に
つ
い
て 

・
本
市
に
お
い
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
住
民

投
票
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
「
多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備
・
運
営
事
業
」

に
つ
い
て



多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備・

運
営
事
業
へ
の
財
政
支
援
に

つ
い
て

本
市
に
お
け
る
教
職
員
の

不
適
切
行
為
に
つ
い
て

［一般質問］ 12
一般質問

公明党豊橋市議団
井上豪史 議員

自由民主党豊橋市議団
土屋祐司 議員

　
約
70
億
円
の
補
助
金
な
ど
の
財

政
支
援
が
見
込
ま
れ
て
い
た
と
認
識

し
て
い
る
が
、
見
込
ま
れ
る
財
政
支

援
メ
ニ
ュ
ー
と
８
か
月
間
の
事
業
中

断
に
よ
る
財
政
支
援
へ
の
影
響
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

令
和
６
年
度
に
、
既
に
事
業
採

択
さ
れ
て
い
る
内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
、
現
在

は
名
称
を
変
更
し
た
新
し
い
地
方
経

済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
や
、
災

害
発
生
時
に
お
い
て
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
有
す
る
都
市
公
園
の
整

備
を
支
援
す
る
国
土
交
通
省
の
防

災
・
安
全
交
付
金
お
よ
び
立
地
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
都
市
機
能
の
向
上

に
資
す
る
公
共
施
設
の
誘
導
・
整
備

を
支
援
す
る
都
市
構
造
再
編
集
中
支

援
事
業
の
活
用
を
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
中
断
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
国
や
国
庫
補
助

事
業
の
窓
口
で
あ
る
愛
知
県
と
の
協

議
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
は
分
か
り
か
ね
ま

す
。

　
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

と
し
て
国
庫
補
助
の
採
択
を
受
け
る

た
め
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
の
豊
橋
駅

周
辺
地
区
に
本
事
業
を
基
幹
事
業
と

し
て
追
加
す
る
た
め
に
必
要
な
変
更

手
続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
事
業
再
開
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
計

画
の
交
付
期
間
の
延
長
や
全
体
事
業

費
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
、
県
を
通

じ
て
国
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
庫
補
助
に
よ
る
財
政
確
保
に

向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

ま
ず
は
本
事
業
の
特
定
事
業

契
約
に
お
け
る
事
業
期
間
の
変
更
に

必
要
な
手
続
き
を
速
や
か
に
行
っ
た

後
、
国
や
県
と
の
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
、
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、

国
庫
補
助
の
獲
得
に
向
け
て
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
の
不
適
切
行
為
に
対
す

る
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

教
育
は
人
が
人
に
教
え
、
人
が

人
を
育
て
る
と
い
う
崇
高
な
営
み
で

あ
り
、
信
頼
な
く
し
て
は
決
し
て
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
不
適
切
行
為
は
児

童
生
徒
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係

を
根
底
か
ら
覆
す
行
為
で
あ
り
、
ま

た
、
真
面
目
に
職
務
を
遂
行
し
、
情

熱
を
持
っ
て
児
童
生
徒
に
接
し
て
い

る
多
く
の
教
職
員
に
対
す
る
重
大
な

裏
切
り
行
為
で
も
あ
り
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

盗
撮
、
わ
い
せ
つ
行
為
根
絶
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

今
年
７
月
に
、
盗
撮
行
為
、
わ

い
せ
つ
行
為
撲
滅
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
撮
影
機
材
や
画

像
デ
ー
タ
の
適
切
な
管
理
、
更
衣
室
、

ト
イ
レ
の
定
期
的
な
点
検
、
児
童
生

徒
へ
の
個
別
対
応
時
の
配
慮
等
に
つ

い
て
、
改
め
て
全
教
職
員
へ
の
指
導

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

盗
撮
、
わ
い
せ
つ
行
為
を
行
っ

た
教
職
員
に
対
す
る
採
用
時
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
採
用
す
る
教
職
員
に
つ

い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
履
歴
書

等
で
経
歴
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、 

複
数
の
職
員
で
面
接
を
行
い
、
不
自

然
な
点
が
あ
れ
ば
、
前
任
校
や
関  

係
箇
所
に
問
合
せ
を
す
る
な
ど
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
最

善
の
策
を
講
じ
た
い
と
考
え
、
今
後

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し

や
す
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

速
や
か
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
発
信
で

き
る
よ
う
、
児
童
生
徒
が
持
つ
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
相
談
先
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

も
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

津
波
災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
の
持
続
可
能
性
に

つ
い
て



多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備・

運
営
事
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て

本
市
市
民
の
読
書
環
境
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

［一般質問］13

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

みらい市民
豊田八千代 議員

公明党豊橋市議団
梅田早苗 議員

　
市
長
の
選
挙
公
約
と
新
ア
リ
ー

ナ
事
業
推
進
は
相
い
れ
な
い
政
策
だ

が
、
政
治
的
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
、

本
事
業
の
継
続
を
判
断
し
ま
し
た
。

　

新
ア
リ
ー
ナ
の
工
事
に
伴
う
地

域
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
対
策
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

事
業
者
か
ら
は
、
要
求
水
準
書

に
基
づ
き
、
騒
音
を
抑
制
し
、
粉
じ

ん
が
場
外
へ
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ

こ
と
や
低
騒
音
型
重
機
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
周
辺
住
環
境
に
配
慮
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
も
、
適
正
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
か
履
行
確
認
を
確
実
に
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

　
武
道
場
や
弓
道
場
の
解
体
に
伴

う
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
な
ど
へ
の
対

応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

要
求
水
準
書
に
て
、
関
係
法
令

等
を
遵
守
す
る
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
適
切
に
進
め
て

い
る
か
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
調
査

し
、
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。　

特
に
興
行
時
の
対
策
は
、
重

要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
要
求
水
準
書
に
お
い
て
、

「
興
行
開
催
時
は
駐
車
場
の
利
用
は

で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

豊
橋
公
園
周
辺
の
交
通
負
荷
を
増

大
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
運

用
が
可
能
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
も
の
と
す
る
。
な
お
、
そ
の
内

容
を
提
案
に
よ
り
具
体
的
に
示
す
こ

と
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し

て
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
具
体
的
な
対
応
は
、
関
係
機

関
等
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
今

後
、
要
求
水
準
書
や
事
業
者
と
の
協

議
に
よ
っ
て
慎
重
に
決
定
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
等
に
お
け
る
読
書
環
境

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

保
育
所
等
で
は
、
絵
本
や
幼
児

向
け
の
図
鑑
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
本

を
備
え
て
い
て
、
保
育
士
が
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
本
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
に
日
々
の

保
育
の
中
で
触
れ
て
い
ま
す
。
本
の

読
み
聞
か
せ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
興
味
を
引

き
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

全
小
中
学
校
へ
の
学
校
図
書

館
司
書
の
派
遣
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
、
蔵
書
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
読
み
聞
か
せ
の
企
画
の
実

施
、
季
節
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
本

の
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
の
関
心
を
高
め
る
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
中

学
生
一
人
当
た
り
の
年
間
貸
出
冊
数

が
５
・
１
冊
と
少
な
い
こ
と
で
す
。

　
本
市
図
書
館
の
読
書
環
境
づ
く
り

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

中
央
図
書
館
を
中
心
に
三
つ
の

分
館
、
74
の
分
室
に
て
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。   

図
書
館
全
体
の
入
館
者
数
は
、
昨
年

度
１
年
間
で
１
２
５
万
人
、
貸
出
人

数
は
72
万
人
、
貸
出
冊
数
は
１
９ 

４
万
冊
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ 

か
ら
の
図
書
館
は
、
図
書
資
料
の
充

実
に
加
え
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
に
続

く
、
心
安
ら
ぐ
交
流
や
活
動
が
で
き

る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
役
割 

や
市
民
の
課
題
解
決
の
支
援
、
生
涯

学
習
に
役
立
つ
多
様
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
に
関
す
る
ま
ち
な
か
活
性
化

に
資
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

豊
橋
駅
周
辺
の
遊
休
物
件
を
活

用
し
た
シ
ェ
ア
型
の
ひ
と
な
る
図
書

館
や
ま
ち
な
か
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
等
補
助
金
を
活
用
し
た
水
上

ビ
ル
の
ネ
コ
ゼ
商
店
が
あ
り
、
ブ
ッ

ク
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
、
２
日
間
日

本
各
地
の
書
店
や
私
設
図
書
館
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
野
球
場
の
移
転
に
つ
い
て 

・
豊
橋
新
城
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
周
辺
土

地
利
用
計
画
（
案
）
の
諸
問
題
に
つ
い
て



豊
橋
市
民
病
院
の経

営
に
つ
い
て

住
民
投
票
後
の
包
摂
と
協
調
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

［一般質問］ 14
一般質問

まちフォーラム
久保大司 議員

自由民主党豊橋市議団
伊藤篤哉 議員

　
経
営
状
況
お
よ
び
収
益
的
収
支

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
黒
字
経
営
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
で

は
マ
イ
ナ
ス
９
億
６
０
０
０
万
円
余

と
な
り
、
15
年
ぶ
り
の
赤
字
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
補

助
金
に
よ
る
収
入
も
あ
り
、
大
き
な

収
益
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
大

幅
な
給
与
費
の
上
昇
、
物
価
高
騰
に

よ
る
材
料
費
や
経
費
の
増
加
も
あ
り
、

費
用
が
収
入
を
上
回
っ
た
も
の
で
す
。

　
財
政
健
全
化
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　

病
床
再
編
に
よ
る
効
率
的
な
医

療
体
制
の
確
立
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の
高

度
急
性
期
機
能
の
強
化
な
ど
、
収
入

増
加
に
つ
な
が
る
施
設
整
備
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
完
成
に
よ
る

患
者
さ
ん
へ
の
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
、

ど
の
程
度
収
入
増
を
想
定
し
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

　

患
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

集
中
治
療
室
で
高
度
な
治
療
、
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
病
院
収
益
へ
の
影

響
で
す
が
、
年
間
１
億
円
程
度
、
増

床
に
よ
り
さ
ら
に
５
０
０
０
万
円
程

度
の
増
収
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
高
機
能
化
で
の
看
護

師
配
置
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
高
機
能
化
に
伴
い
、

現
在
併
設
し
て
い
る
救
急
入
院
セ
ン

タ
ー
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
分
か
れ
、
病
床
が

増
え
ま
す
の
で
、
今
よ
り
多
く
の
看

護
師
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
の

正
規
看
護
師
の
不
足
状
況
か
ら
見

ま
す
と
、
ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
時

に
、
看
護
師
不
足
を
完
全
に
解
消
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
う
ま
く
配
置

す
る
な
ど
の
体
制
見
直
し
に
よ
り
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
看
護
師
を
含
む
医
療
人
材
の
獲

得
、
定
着
の
た
め
の
給
与
処
遇
改
善

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

人
事
院
勧
告
や
診
療
報
酬
改
定

な
ど
、
国
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
、

財
政
力
も
考
慮
し
、
積
極
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
豊
橋
初
の
住
民
投
票
の
影
響
と

現
状
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

投
票
結
果
を
市
民
の
選
択
と
し

て
重
く
受
け
止
め
、
尊
重
し
、
事
業

継
続
を
速
や
か
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
投
票
の
際
に
、
市
民
か
ら

発
せ
ら
れ
た
、
ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
意
味
す
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

へ
の
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

市
民
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
ち

の
未
来
に
思
い
を
は
せ
、
考
え
を
述

べ
、
対
話
し
、
行
動
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高

め
、
ま
ち
へ
の
愛
着
な
ど
の
醸
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
当
選
か
ら
住
民
投
票
に
至

る
に
際
し
て
の
市
長
の
ノ
ー
サ
イ
ド

発
言
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

住
民
投
票
の
結
果
を
市
は
尊
重

し
て
い
く
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
「
つ
く

る
」
か
「
つ
く
ら
な
い
」
か
と
い
っ
た

議
論
は
、
こ
の
投
票
で
最
後
に
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
、
住
民
投
票

前
に
発
言
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、

市
民
や
市
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
に

心
掛
け
、
市
民
の
皆
様
が
抱
く
懸
念

に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
の

払
拭
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
信
頼

を
大
切
に
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

賛
成
反
対
双
方
は
、
よ
り
よ
い

政
策
の
実
現
に
向
け
て
協
力
す
る
社

会
的
包
摂
と
協
調
こ
そ
が
重
要
と
考

え
る
が
、
市
長
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
お
考
え
の
市
民
の

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

を
温
か
な
多
様
性
と
捉
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
多
様
性
を
受
け
止
め
つ

つ
、
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
住
民
投
票
「
賛
成
」
多
数
で
事
業
再
始
動

と
な
っ
た
多
目
的
屋
内
施
設
及
び
豊
橋
公

園
東
側
エ
リ
ア
整
備
で
今
、
求
め
ら
れ
る

諸
施
策
に
つ
い
て

・
文
化
庁
の
認
定
を
受
け
た
、
地
域
総
掛
か

り
で
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
「
豊
橋
市
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
着
実
な
進
行

に
つ
い
て



政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
と

市
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

小
中
学
生
が
利
用
し
て
い
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

［一般質問］15

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

自由民主党豊橋市議団
川原元則 議員

とよはし みんなの議会
古池もも 議員

　
「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た

ち
で
決
め
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に

は
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
が
、
現
状
認
識
を
聞
き
た
い
。

　

市
民
と
の
信
頼
が
大
切
だ
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
の
構
築
に
向
け
て

常
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
首
長
の
姿
勢
は
市
政
の
信
頼
を

左
右
す
る
。
市
長
は
立
場
を
表
明
す

る
こ
と
を
避
け
て
い
る
と
思
う
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

物
に
よ
っ
て
は
説
明
が
足
り
て

い
な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
が

あ
る
と
い
う
ご
指
摘
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち

で
決
め
ら
れ
る
ま
ち
」
に
お
い
て
、

決
め
て
い
く
、
判
断
し
て
い
く
と
い

う
の
は
市
長
の
責
務
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
決
め
る
ま
で
の
過
程
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
く
と
い

う
こ
と
に
お
い
て
は
、
今
、
こ
う
考

え
て
い
ま
す
、
ど
う
思
い
ま
す
か
と

い
う
意
見
の
聞
き
方
で
あ
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
は
、
こ
う
い
う
よ
う

に
決
め
ま
し
た
と
説
明
の
必
要
性
は

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
が
議
員
時
代
の
Ｂ
地
区
野

球
場
の
懸
念
は
、
現
行
案
で
解
消
さ

れ
て
い
る
。
市
長
は
そ
の
状
況
と
ご

自
身
の
考
え
を
市
民
に
示
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

市
民
に
対
す
る
説
明
に
つ
い

て
は
、
そ
の
場
所
に
対
す
る
災
害
リ

ス
ク
な
ど
を
説
明
し
、
さ
ら
に
そ
の

災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
今
の
基
本

設
計
に
至
る
ま
で
で
ど
の
よ
う
な
対

応
・
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
説
明
し
て
、
市
民
に
安
全

に
対
す
る
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
。

た
だ
、
そ
の
説
明
の
中
で
懸
念
等
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
も
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
修
正
す
べ
き
は
修

正
す
る
と
い
う
対
応
を
し
て
い
く
と

い
う
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

小
中
学
生
が
令
和
６
年
度
に

利
用
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
11
施

設
、
全
て
民
間
の
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
小
学
生
約
15
名
、
中
学
生
約

30
名
が
利
用
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

で
学
ぶ
こ
と
が
子
ど
も
の
社
会
的
自

立
に
つ
な
が
る
と
校
長
が
判
断
し
た

時
に
は
、
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
で

意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
子
ど
も
の
学
習
内
容
や
活

動
の
様
子
、
子
ど
も
や
家
庭
に
対
す

る
支
援
の
方
向
性
な
ど
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
者
と
学
校
が
情
報
を
共

有
し
、
よ
り
連
携
を
密
に
し
て
い
く

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
教
育
委
員

会
と
の
連
携
、
そ
し
て
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
子
ど
も
の

様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

事
業
者
と
の
連
絡
会
を
開
催
し
、
不

登
校
支
援
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
は
、
多
様
な
子
ど

も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
教
育
の
地
域
展
開
の
一
つ

と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
者
が
官
民
一
体
と
な
っ

て
学
び
を
保
障
し
、
支
援
す
る
方
策

を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
８
月
28
日
に
第
１
回
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
連
絡
会
が
教
育
会
館
で
開
催

さ
れ
た
が
、
２
回
目
の
開
催
の
予
定

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

継
続
的
に
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
本
年
度
内
も
含
め
て
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
雑
居
ビ
ル
火
災
に
お
け
る
本
市
の
安
全
対

策
に
つ
い
て 

・
ア
リ
ー
ナ
建
設
を
含
む
豊
橋
公
園
東
側
エ

リ
ア
の
整
備
が
決
ま
っ
た
現
在
、
豊
橋
公

園
ま
で
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

に
、
そ
の
拠
点
施
設
と
し
て
ア
リ
ー
ナ
を

活
か
す
考
え
方
に
つ
い
て



戦
後・被
爆
80
年
の
平
和
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

明
海
大
橋（
仮
称
）橋
梁
上
部

工
事
入
札
に
つ
い
て

［一般質問］ 16
一般質問

新しい豊橋
寺本泰之 議員

日本共産党豊橋市議団
中西光江 議員

　
核
兵
器
廃
絶
の
重
要
性
に
対
す

る
認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

被
爆
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
方
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
強
い
願
い

が
実
を
結
び
、
平
成
29
年
７
月
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択
さ

れ
、
令
和
３
年
１
月
に
発
効
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
20
年
に
世
界
の
都

市
が
緊
密
な
連
携
を
築
く
こ
と
に
よ

り
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
し
ま
し
た
。
こ

の
平
和
首
長
会
議
の
国
内
加
盟
都
市

会
議
で
は
、
毎
年
日
本
政
府
に
対
し

て
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
を
求
め
る
要
請
文
を
採
択

し
、
一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
市
で
は
、
平
和
首
長

会
議
が
行
っ
て
い
る
核
兵
器
禁
止
条

約
の
早
期
締
結
を
求
め
る
署
名
活
動

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
当
該
団
体
の
署
名
を
求
め

る
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
市
民
に
も
署
名
の
協
力
を
求
め

て
い
る
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
締
結
を

求
め
る
署
名
だ
が
、
市
長
自
ら
署
名

を
し
て
い
る
の
か
、
も
し
ま
だ
で
あ

れ
ば
、
署
名
へ
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

個
人
と
し
て
、
個
別
の
署
名
を

し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か
に
つ
い

て
の
お
答
え
は
控
え
ま
す
が
、
豊
橋

市
長
と
し
て
は
、
こ
の
平
和
首
長
会

議
へ
の
加
盟
は
引
き
続
き
続
け
て
い

く
、
私
が
市
長
に
な
っ
て
、
こ
こ
か

ら
脱
退
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
で

す
し
、
こ
れ
か
ら
脱
退
し
よ
う
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
要
請
文
の
採
択
と
い

う
も
の
も
引
き
続
き
、
豊
橋
市
長
と

し
て
し
っ
か
り
と
採
択
し
て
、
国
に

対
し
て
批
准
を
求
め
て
い
く
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

外
部
の
通
報
者
か
ら
、
明
海
大

橋
工
事
予
定
価
格
の
過
大
ミ
ス
が
発

覚
し
て
、
予
定
価
格
を
修
正
し
た
。

予
定
価
格
の
過
大
ミ
ス
に
よ
り
、
評

価
値
の
最
も
高
い
企
業
Ａ
が
失
格
と

な
り
、
企
業
Ａ
よ
り
入
札
価
格
が
約

４
０
０
０
万
円
高
い
企
業
Ｂ
が
落
札

者
と
な
っ
て
い
る
。
適
正
な
予
定
価

格
な
ら
、
落
札
者
は
企
業
Ａ
に
な
る
。

な
ぜ
企
業
Ａ
に
契
約
変
更
し
な
か
っ

た
の
か
、
市
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

　

入
札
に
お
い
て
違
算
が
判
明
し

た
と
き
、
今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の

場
合
は
、
入
札
の
や
り
直
し
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
言
い
ま
し

た
が
、
幾
つ
か
時
点
が
あ
り
、
間
違

い
が
発
覚
し
た
際
に
、
入
札
公
告
か

ら
入
札
日
の
前
日
ま
で
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
、
入
札
日
か
ら
契
約
日
ま

で
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
契
約
後

と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。

　

契
約
日
よ
り
前
に
こ
の
こ
と
が
分

か
っ
た
と
き
に
は
、
入
札
を
す
ぐ
取

り
や
め
て
、
再
度
公
告
し
直
し
て
行

い
ま
す
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
契
約
後
、
今

回
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
入
札

が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
な
ら
ば
、
入
札
を
や
り
直
す
こ
と

を
原
則
と
し
た
い
で
す
。
し
か
し
、

契
約
し
て
相
手
方
が
い
る
た
め
、
こ

こ
は
相
手
方
の
合
意
を
得
な
い
と
、

ま
た
別
に
市
側
か
ら
の
契
約
解
除
と

い
う
手
続
き
を
取
ら
な
い
と
い
け
な

く
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
相

手
方
の
合
意
を
得
に
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
れ
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ

た
た
め
、
間
違
っ
て
い
た
も
の
を
正

し
く
積
み
上
げ
た
設
計
書
を
つ
く
り

直
し
て
、
令
和
７
年
２
月
に
改
め
て

入
札
を
行
っ
た
と
い
う
の
が
今
回
の

経
過
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

新
ア
リ
ー
ナ
事
業
計
画
に
関
す
る
課
題
と

対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
豊
橋
市
監
査
委
員
に
つ
い
て

・�

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
の

利
用
料
に
つ
い
て



多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備・

運
営
事
業
お
よ
び
住
民
投
票

に
つ
い
て

豊
橋
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

Ｂ
地
区
野
球
場
に
つ
い
て

［一般質問］17

豊橋市議会 検索
一般質問の情報を市議会ホームページで公開しています。

日本共産党豊橋市議団
斎藤　啓 議員

自由民主党豊橋市議団
小林憲生 議員

　
市
長
は
市
民
の
懸
念
の
声
や
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
、
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
表
明
す
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
認
識
を
聞
き
た
い
。

　

事
業
を
継
続
す
る
上
で
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
整
理
し
、
市
民
に
対
し

丁
寧
に
対
応
す
る
に
は
、
そ
の
課
題

整
理
の
た
め
に
も
事
業
者
と
早
期
に

協
議
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
自
身
が
ど
う
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
て
公
約
に
掲
げ
、
事
業
中

止
を
判
断
し
た
の
か
を
客
観
的
な
情

報
と
し
て
公
表
で
き
た
と
思
う
が
、

認
識
を
聞
き
た
い
。

　

住
民
投
票
条
例
に
お
け
る
必
要

な
情
報
の
公
平
か
つ
公
正
な
提
供
と

い
う
規
定
と
、
市
長
と
し
て
適
正
な

住
民
投
票
を
執
行
す
る
立
場
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
市
と
し
て

今
ま
で
示
し
て
い
な
い
新
た
な
情
報

は
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
市
長
と
し

て
判
断
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
地
区
野
球
場
の
基
本
設
計

で
、
約
42
億
円
か
ら
約
60
億
円
に
費

用
が
上
が
っ
て
い
る
情
報
を
提
供
し

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

今
回
の
住
民
投
票
は
、
多
目
的

屋
内
施
設
等
整
備
・
運
営
事
業
が
対

象
で
あ
り
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
Ｂ

地
区
に
お
け
る
野
球
場
の
整
備
は
住

民
投
票
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　
長
坂
市
政
に
お
け
る
検
討
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

詳
細
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ほ
か
の
場
所
に
つ
い
て
の

整
理
は
庁
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
う
整
理
を
し

た
の
か
聞
き
た
い
。

　

高
師
緑
地
や
市
街
化
調
整
区
域

で
の
野
球
場
の
整
備
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
や
都
市
計
画
、
実
現
性
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
確
認
し
た
と
い
う
整
理
で
す
。

　

事
業
費
の
増
額
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

基
本
計
画
で
は
類
似
他
球
場

の
整
備
費
を
参
考
に
算
出
し
て
い
た

が
、
基
本
設
計
で
は
概
算
数
量
と
見

積
り
に
よ
り
算
出
し
た
こ
と
で
乖
離

が
生
じ
、
増
額
費
用
の
約
７
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
液
状
化
対
策
な
ど
、

設
計
を
見
直
し
た
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
エ
リ
ア
や
車
両
の
通
行

可
能
な
園
路
を
野
球
場
外
周
に
配
置

す
る
な
ど
、
施
設
の
追
加
や
、
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
舗
装
を
ク
レ
イ
系
舗

装
に
す
る
な
ど
、
機
能
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
追
加
に

よ
る
排
水
等
施
設
の
延
長
増
や
規
格

の
変
更
な
ど
も
増
加
の
要
因
で
す
。

　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
以
外
の
場

所
に
野
球
場
を
整
備
す
る
場
合
、
防

災
・
安
全
交
付
金
の
計
画
の
範
囲
内

に
な
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
は
、

豊
橋
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て

防
災
公
園
の
整
備
を
行
う
要
件
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
の

整
備
は
計
画
の
範
囲
外
と
な
り
ま
す
。

　

基
本
設
計
を
ベ
ー
ス
に
し
て
こ

の
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
理
解

で
間
違
い
な
い
か
聞
き
た
い
。

　

現
行
案
で
あ
る
基
本
設
計
を

ベ
ー
ス
に
、
こ
の
新
し
い
野
球
場
の

整
備
を
進
め
て
い
く
、
考
え
て
い

く
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
と
い
う

よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
子
ど
も
た
ち
を
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
に

就
く
大
人
に
よ
る
性
暴
力
か
ら
守
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
市
役
所
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
と
相
談

体
制
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
多
目
的
屋
内
施
設
等
整
備
・
運
営
事
業
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
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市
議
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だ
よ
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［お知らせ・次回定例会開催予定］ 18
お知らせ

議会を動画で見よう!
　　マークの日にケーブルテレビ・
インターネットで本会議の生中継、
　　マークの日にYouTubeで委
員会の生中継を配信します。
市議会ホームページまたは二次
元コードからアクセスしてください。

委員会は
こちら

本会議は
こちら

議場：西館８階
※日程は変更になる場合もありますので、傍聴の際にはホームページで最新の状況をご確認いただくか、
　議会局（51-2920）までお問い合わせください。

月　日 時　間 会　議 場　所

11月20日(木) 10時 議会運営委員会
西館７階

12月 1日(月) 10時 議会運営委員会

2日(火) 請願・陳情締切り（～17時まで）

5日(金)　 10時 議会運営委員会 西館７階

 8日(月)
9日(火)
10日(水)

10時
〃
〃

 本会議 （一般質問など）
 　〃　（　　 〃　　 ）
 　〃　（　　 〃　　 ）

議場

11日(木)

12日(金)

10時
13時
10時
13時

 常任委員会（議案審査など）　　　
 　　〃
 　　〃
 　　〃 西館７階

15日(月) 10時  一般会計予算特別委員会（補正予算審査など）

18日(木) 10時 議会運営委員会

19日(金) 13時 本会議（議決など） 議場

定例会開催予定

次回

ど こ で も 議 会 と つ な が ろ う
ホームページ

会議録検索

本会議・委員会の動画配信

議会だより

ホームページから、
議会の状況や過去の
会議録を調べること
ができます。

年に 5 回発行され、
各定例会の状況や一
般質問が掲載されて
います。

本会議や委員会をスマートフォンや
パソコン等で視聴することができます。

調べる

読　む

視聴する

みんなの? を、みんなの! に

とよはし
市 議 会
だより●
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